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技術センター事業から

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 食品・バイオ担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：ouyou@mtc.pref.kyoto.lg.jp

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

京都府中小企業技術センターの使い方①
～研究生受け入れ制度～
　当センターでは、企業の方々が抱えている技術上での問題の解決や、技術水準の向上及び新製品・新技術の開発の促進を図る
ための支援を行っています。この記事では研究生受け入れ制度の上手な使い方についてご紹介します。

京都府中小企業技術センターの使い方②
～受託研究制度～
　当センターでは、中小企業の新技術・新製品開発等の技術的な課題解決を支援する取組みとして、また、当センター自身の研究
業務の一環として、企業等のご依頼に応じて研究・調査・試験分析をお引き受けする受託研究制度を実施しています。
　自社単独での研究や依頼試験等による対応では困難な場合等がございましたら、お気軽にご相談ください。

　新製品開発、新事業展開等の取り組みについては技術相談や当センターの機器利用、依
頼試験だけでは不十分で研究開発力を高めるための人材育成が必要な場合もあります。
　そのような場合には当センターに中小企業の技術者を研究生として受け入れ、研究開
発の助言、サポートをさせていただきながら研究開発手法及び専門技術の習得を支援し
ています。
　研究生の受け入れは有料となりますが、研究の場として当センターの研究室をご利用い
ただくことが可能で、また、当センター職員がより密接に関わっていきます。
　研究期間や週に何日を当センターで研究されるかは事情に合わせて個別に打合せします
ので、短期集中で1ヵ月間週5日の方や、腰を据えて1年間週2日の方もいらっしゃいます。
　社内に研究員の少ない中小企業の技術者にとっては、他の企業の技術者との交流の機
会が持てることも受託研究生になる魅力のひとつになっているようです。

期　　間　1か月以上1年以内(年度単位で必要な場合は期間延長可能)
対 象 者　中小企業に従事する技術者
費　　用　月間の受け入れ日数により月額4,000円～16,000円程度
　　　　　（納入通知書による先払いをお願いしています）
　　　　　※ただし、別途消耗品・原材料費、機器の使用料等を必要とする場合があります。
定　　員　各技術分野につき　若干名　(申込み順に受け付けます)
申込方法　受け入れる前に修得技術について打ち合せますので、参加を希望される方は事前にご相談
　　　　　下さい。受入決定後、申請書を提出していただきます。

　新製品開発や不具合の原因究明など社内では解決が難しい技術的な課題がありましたら、まずは無料の技術相談をご利用ください。
　上の表に示す技術分野の当センター職員がアドバイスや情報提供を実施しています。
　どのような技術分野の職員に相談すれば良いかわからない場合でもお気軽にご相談ください。
　年間2000件以上の技術相談を受けておりますので、その経験から、ご相談内容に応じて適任の職員が対応いたします。

　初めて相談される場合は、まずは電話かメールでご連絡ください。その際には以下の
点について詳しく伺えれば、より適切な対応をさせていただけると考えております。

　①解決したい課題の内容
　②具体的な目標
　③課題解決のためにかけられる期間とコスト

まずは、詳しくうかがいましょ～技術相談 事例１　
機能性成分の分析及び機能性評価（食品・バイオ担当）
受託者である宇治田原むく福祉会（むく福祉会）は宇治田原町内の特
産品である古老柿（干し柿）原料の鶴の子柿の有効利用対策として町
の依頼により柿酢の製造を行っていますが、柿酢の製造過程で出る
絞り粕の有効活用として、絞り粕を乾燥・加工して商品化するという
事業にも取り組み、当センターは共同研究機関となり、「柿酢製造時
の絞り粕の有効な活用法について」で3R支援センターの補助金に採
択されました。絞り粕には食物繊維やポリフェノールが多く含まれて
おり、絞り粕やサンプル品の成分分析を受託しました。
◉研究等の題目　「柿酢搾り粕の機能性成分の分析及び機能性評価」
◉研究等の目的　柿酢搾り粕の機能性評価
◉研究等の内容　柿酢搾り粕及び柿酢のß-クリプトキサンチン、γ-アミノ

酪酸、ポリフェノール及び抗酸化能等の分析を行う。
◉研究等の期間　1ヶ月半
◉受　託　料　200,000円

事例２　
酸化物薄膜の表面・材料分析・評価（表面・微細加工担当）
◉研究等の内容　成膜した酸化物薄膜等について、X線光電子分光分析、

レーザーラマン顕微鏡、走査電子顕微鏡、ICP発光分
析、熱伝導率測定装置、顕微紫外可視近赤外分光グ
ロー放電発光分光分析、FEオージェ電子分光分析装
置等で分析し評価を行う。

◉研究等の期間　７ヶ月　　◉受託料　約80万円

事例３　
高機能多孔体素材の金属補修剤としての応用（表面・微細加
工担当）
◉研究等の内容　高機能多孔体素材担体に化学修飾を施したものを金属

補修剤として、金・インジウム・銅の標準液を用いて吸
着性能試験を実施する。

◉研究等の期間　４ヶ月半　　◉受託料　約30万円

ご利用事例 ～こんな風にご利用いただいています

※ご相談いただいた内容については秘密を厳守いたしますので、安心してご相談ください。

◆研究生受け入れ制度について◆

受託料
受託料の算定方法　
使用する機器や研究期間によって大きく異なりますので、お問い合わせください。

※この記事は受託企業様の同意を得て掲載しています。受託内容については原則非公表となっており、無断で公表することはございません。

受託研究の分野
機械、材料、化学・環境、電気・電子、食品・バイオ、表面・微細加工、デザイン

受託研究の手順

①打合せ

②申込書の提出

③契約書の締結

④受託料の納付

⑤研究等の実施

⑥結果の報告

当センター担当者と研究等の内容、期間、経費(受託料)等について打合せを行い、
詳細を取り決めます。

当センターで審査後、受託を決定しましたら、契約書又は受諾書により契約を交わ
します。（軽微なモノは受託書でＯＫ）

契約書締結時又は受諾書交付時にお渡しする納入通知書により、受託料をお
支払いください。

受託料のお支払いを確認の後、研究等を実施します。
必要に応じて委託者と連絡を取りながら、研究を進めていきます。

研究等の終了後、当センターから結果の報告をします。また、結果は原則として非
公表ですが、センター所長又は委託者の同意を得て公表できます。

打合せを終えた研究等について、申込書を提出してください。

機器使用料 ＋消耗品・原材料費 ＋調査費＋技術料＋その他の経費

〈受け入れ技術分野〉


